
 

 

開会式 ミニコンサート 

活動団体による発表 体験教室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

154 号（令和 6 年 2 月） 
みなさんとレディヤンかすがいをむすぶ 

第３２回レディヤン祭を開催しました！ 
令和５年１２月９日（土）に第３２回レディヤン祭を開催し

ました。 
舞台発表では、ユーフォニアムの波多野江莉さん、ピアノ

の沖田唯さんのミニコンサートを始め、レディヤン活動団体
のみなさんが日頃の練習の成果を舞台で華やかに発表しま
した。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 親子で楽しむアイシングクッキーレッスン 

～ありがとうの気持ちを伝える春のアイシングクッキー～ 
 
日 時  令和６年３月 23 日（土） 10：00～12：00 

講 師  畑中 真三子 

対 象  市内在住の小学生とその保護者（２人１組） 

定 員  16 組 32 人（抽選）   

受講料  無料  教材費  2,100 円 

※広報春日井 ２月号に掲載 

★ 脳を活性化！大人の塗り絵講座 

日 時  令和６年３月 15 日（金）、22 日（金） ２回 

 10：00～11：30 

講 師  須貝 光一郎 

対 象  市内在住、在勤または在学の人 

定 員  20 人（抽選）   

受講料  500 円 

※広報春日井 ２月号に掲載 

レディヤン講座のご案内 

★ 男の料理塾～手軽にできる定番の洋食を作ります～ 

日 時  令和６年３月 17 日（日） 10：00～12：30 

講 師  稲葉 清美 

対 象  市内在住、在勤または在学の男性 

定 員  20 人（抽選）   

受講料  250 円  教材費  1,300 円 

※広報春日井 ２月号に掲載 

【申込方法】  

市ホームページの申込フォーム、または往復はがき（１人１枚、親子講座は

１組（２人）１枚）に講座名、住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、親子

講座は、保護者氏名（ふりがな）も書いて、申込期間内に、〒486-0844  鳥

居松町２－247 レディヤンかすがい へ お申し込みください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※ 託児を希望される場合は、事前に予約してください。  

ひとりで悩まず相談してください 

種 類 曜 日 時 間 

女性の悩み相談（電話・面接） 

85－7871 ※面接相談は予約制 

火曜日～金曜日 

（祝日、年末年始を除く） 
13： 00～ 16： 30 

女性のための法律相談（面接のみ） 

85－4401 ※予約制 
指定土曜日 10： 00～ 12： 00 

 

レディヤンかすがいでは、1 階ロビーを、みなさんの作品等を展示

する場としてご利用いただいております。日頃の学習活動などの成果

をロビーに展示してみませんか。ご利用は無料です。 

 

※お問い合わせは、事務室にお願いします。 

貸出しルール 

◇貸し出し冊数は１回につき５冊までです。 

◇１４日以内に返却してください。 

◇借りるときは、備え付けの貸出票を記入し、

本と一緒に１階事務室へご持参ください。 

⼥性問題関係を中⼼とした図書資料を貸し出ししています。 
寒くて外に出たくない日は、暖かい部屋で読書もいいですね。 

展示のご案内 

図書コーナーのご案内 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

春⽇井市⻘少年⼥性センター 

「レディヤンかすがい」 

春日井市市民生活部男女共同参画課 

＜所在地＞〒486－0844  

春日井市鳥居松町 2 丁目 247 番地 

電話 0568－85－4188 FAX 0568－85－7890 

ホームページ https://www.city.kasugai.lg.jp/ 

Ｅ-mail danjo＠city.kasugai.lg.jp 

図書コーナー「おすすめ」の本 

 
◇スポーツ毒親 暴力・性虐待になぜわが子を差し出すのか 

【著者】島沢優子/文藝春秋  

今振り返ると「立派な毒親だった」と自白するスポーツラ

イターの島沢が全国の学校部活動やジュニアスポーツの現

場で起きている指導者による暴力や性虐待とその事実を隠

蔽しようとする毒親の存在について取材し、その実態に迫っ

た本書。 

第１章から子どものためという言葉を使いながら毒に侵

された指導者や親（大人）たちが子どもの心を傷つけ子ども

を犠牲にしている姿と、それでもそのスポーツを懸命に続け

ていこうとする子どもの姿が、これでもかこれでもかと読み

手の心の中に入り込んできます。 

最終章「毒を制した親たち」には「子どもをこう育てたい」

から「子どもがどう育つか」温かなまなざしで見守りたいと

いう一文があります。 

大人たちがそう心掛けることが「毒を制する」ことにつな

がります。この本は人とスポーツとの関わり方を見つめ直す

きっかけになると思います。 

◇ビーナスとセリーナ テニスを変えた伝説の姉妹 

【文】リサ・ランサム【絵】ジェイムズ・ランサム/西村書店 

ビーナスとセリーナはテニスの歴史を変えたといわれる

世界的なテニスプレーヤです。皆さんも一度はその名前を聞

いたことがあるのではないでしょうか。 

お父さんからテニスを教わった子ども時代、ビーナスとセ

リーナは貧しい中でフットボールや使い古しのラケット・ボ

ールを使って周りの人が驚くような練習をしました。そし

て、人種や性別による差別にも負けず、アスリートとして、

人間として互いに成長していきます。 

その姿を躍動感あふれたコラージュアートで力強く描い

た絵本です。巻末にはテニスにとどまらない二人の社会的な

活躍についても紹介されています。夢を追い続ける二人の姿

から何かを感じとってほしいと思う１冊です。 


